
　
ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
の
現
在
の
利
用
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年
間
の
施

設
全
体
の
来
館
者
数
は
、
66
万
３

４
９
６
人
、
月
平
均
５
万
５
２
９
１
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
を
は
じ
め
、こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
、

円
谷
英
二
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
貸
ル
ー
ム
、

学
習
ル
ー
ム
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に

合
わ
せ
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
ど
ん
な
利
用
を
し
て
い

く
の
が
理
想
で
す
か
。

　

い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い

や
交
流
が
生
ま
れ
、
様
々
な
知
識

や
情
報
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
家

で
も
学
校
で
も
職
場
で
も
な
い「
み
ん
な

の
居
場
所
づ
く
り
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
を

自
分
た
ち
の
施
設
と
し
て
、
育
て
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
月
３
日
、「
中
学
生
に
よ
る
模
擬
議
会
」を
開
催
。
各
中

学
校
の
代
表
者
が
議
員
と
な
り
、
自
分
た
ち
の
思
い
を
込
め

た
質
問
を
し
ま
し
た
。
中
学
生
議
員
の
皆
さ
ん
は
、
議
会
を

体
験
す
る
こ
と
で
市
の
施
策
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
深

め
、
議
会
や
政
治
の
仕
組
み
を
学
び
ま
し
た
。
質
問
と
市
の

答
弁
の
概
要
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

■ 

中
学
生
に
よ
る
模
擬
議
会

須
賀
川
の
未
来
へ
10
の
質
問

◦中学生議員名簿（敬称略）

第一中
三浦 博翔 さ

ん

ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
の
利
用
に
つ
い
て

　
台
風
19
号
に
よ
る
農
作
物
被
害

の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
12
月
末
時
点
で
、
農
作
物

全
体
の
冠
水
面
積
が
、
約
２
１
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
被
害
金
額
は
約
２
億
７
０

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
道
や
林
道
、
農
業
用
水
路
な

ど
の
農
業
施
設
は
、
約
19
億
２
７
０
０
万

円
の
被
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
被
災
農
家
に
対
す
る
今
後
の
支

援
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま

す
か
。　

被
災
さ
れ
た
農
家
の
皆
さ
ん

が
、
農
業
を
続
け
る
意
欲
を
失
わ

ず
に
１
日
も
早
く
経
営
再
建
が
で
き
る
よ

う
、
国
や
県
の
災
害
復
旧
事
業
や
、
国
の

「
強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合
支
援

交
付
金
」、
市
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、

被
災
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
速
や
か
に

行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

第二中
須田 菜月 さ

ん

台
風
の
農
業
被
害
と
支
援
に
つ
い
て

第三中
戸梶 璃音 さ

ん

　
須
賀
川
駅
周
辺
の
再
開
発
計
画

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　

須
賀
川
駅
周
辺
の
ま
ち
の
再

生
の
た
め
、
駅
の
西
側
と
東
側
を

つ
な
ぐ
東
西
自
由
連
絡
通
路
、
新
た
に
整

備
す
る
駅
西
側
の
広
場
、
駅
東
側
の
既
存

駅
舎
を
活
用
し
た
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
国
道
４
号

か
ら
駅
西
地
区
ま
で
の
幹
線
道
路
と
周
辺

道
路
な
ど
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　
駅
周
辺
の
再
開
発
で
、
ど
の
よ

う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
か
。

　

駅
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

と
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
促
進

す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
混
雑
の
緩
和
や
歩
行
者
な

ど
が
安
全
安
心
に
通
行
で
き
る
よ
う
な
整

備
を
進
め
、
人
が
集
い
、
新
し
い
店
舗
が

進
出
し
た
く
な
る
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

西袋中
海老原 和奏 さ

ん

休
日
夜
間
急
病
診
療
所
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

QAQA

QAQA

QAQA

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

QAQA

市の答弁を真剣に聴き入る中学生議員の皆さん

市のまちづくりなどを質問した中学生議員の皆さん

番号 氏　　名 学年 学校
1 三

み

浦
うら

　博
ひろ

翔
と ２

第一中2 大
おお

竹
たけ

　咲
さ

羽
わ ２

3 青
あお

柳
やぎ

　匡
ま

咲
さき ２

4 須
す

田
だ

　菜
な

月
つき ２

第二中5 吉
よし

村
むら

　彩
あや

乃
の ２

6 岡
おか

崎
ざき

　陸
りく

斗
と １

7 戸
と

梶
かじ

　璃
り

音
おん ２

第三中8 岩
いわ

谷
たに

　宗
しゅう

英
えい ２

9 野
の

沢
ざわ

　嶺
れい １

10 海
え

老
び

原
はら

　和
わ

奏
かな ２

西袋中11 磯
いそ

貝
がい

　莉
り

瑠
る ２

12 成
なり

田
た

　爽
そ

良
ら １

番号 氏　　名 学年 学校
13 水

みず

野
の

　友
とも

仁
ひと 8

稲田学園
14 岩

いわ

崎
さき

　由
ゆ

佳
か

子
こ 8

15 熊
くま

田
だ

　花
か え で

楓 ２
小塩江中

16 相
さ

樂
がら

　羽
う

咲
さき ２

17 鈴
すず

木
き

　美
み

優
ゆう ２

仁井田中
18 相

あい

原
はら

　彩
あや

乃
の ２

19 若
わか

松
まつ

　真
ま

央
お ２

大東中
20 荻

おぎ

野
の

　結
ゆう

加
か ２

21 藤
ふじ

田
た

　琥
こ

空
はく ２

長沼中
22 添

そえ

田
た

　羽
は

琉
る ２

23 増
まし

子
こ

　真
ま

浩
ひろ ２

岩瀬中
24 森

もり

　春
はる

陽
ひ ２

　
休
日
夜
間
急
病
診
療
所
の
現
状

や
課
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
者
数
は
、
平
成
28
年
度
が

５
７
３
７
人
、
平
成
29
年
度
が
４

８
１
６
人
、
平
成
30
年
度
が
４
５
１
３
人

と
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
診
療
所
に
は
、
構
成
市
町
村
内

で
開
業
し
て
い
る
医
師
が
従
事
し
て
い
ま

す
が
、
医
師
の
不
足
と
高
齢
化
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
が
流
行

す
る
時
期
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
ま
す
か
。

　
１
月
か
ら
３
月
は
、
受
診
者
数

に
応
じ
て
医
師
、
看
護
師
、
事
務

員
を
そ
れ
ぞ
れ
１
人
増
員
し
た
各
２
人
体

制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
人
の
待

合
室
を
分
離
し
、
感
染
拡
大
の
防
止
を

図
っ
て
い
ま
す
。

3 2令和2年3月1日令和2年3月1日



Q

稲田学園　
水野 友仁 さ

ん

A
　
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
防
止
対

策
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

須
賀
川
警
察
署
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
を
実
施
し
、
交
通
事
故
防
止

に
対
す
る
意
識
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
区
交
通
安
全
協
会
と
連
携
し
、

夜
光
反
射
材
な
ど
を
配
布
し
、
夜
間
の
交

通
事
故
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
交
通
教
育
専
門
員
の
協
力

で
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
を
対
象
と
し
た
交

通
安
全
教
室
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
運
転
免
許
を
返
納
し
た
人
へ
ど

の
よ
う
な
支
援
・
対
応
を
し
て
い

ま
す
か
。

　

市
内
循
環
バ
ス
や
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
案
内
、
バ
ス
時
刻
表
の
配

布
、
県
タ
ク
シ
ー
協
会
に
よ
る
、
65
歳
以

上
の
運
転
免
許
返
納
者
に
対
す
る
運
賃
料

金
の
割
引
制
度
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

QA

小塩江中　
熊田 花楓 さ

ん

仁井田中　
鈴木 美優 さ

ん

学
校
設
備
に
つ
い
て

大東中　
若松 真央 さ

ん

台
風
に
よ
る
被
害
と
復
興
に
つ
い
て

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
へ
ど
の

よ
う
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
こ
れ
か
ら
出
店
し
た
い
人
へ
空

き
店
舗
の
紹
介
、
店
舗
改
修
費
や

広
告
費
な
ど
の
一
部
に
補
助
を
行
う
な

ど
、
新
た
な
挑
戦
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
の
商
店
に
対
し
て
は
、
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
や
ボ
ー
タ
ン
な
ど
を
活
用
し
た

商
品
開
発
や
、
商
店
街
が
取
り
組
む
イ
ベ

ン
ト
に
対
し
て
も
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
商
業
施
設
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
大
規
模
な
商
業
施
設
の
誘

致
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

　
魅
力
の
感
じ
方
は
年
代
に
よ
っ

て
も
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
集
客
力

が
あ
り
、
商
品
購
入
以
外
に
も
飲
食
や
娯

楽
な
ど
様
々
な
体
験
が
で
き
る
場
所
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
大
規
模
な
商
業
施
設
の
誘
致
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

QAQA

　
市
内
の
小
中
学
校
で
、
ど
れ
く

ら
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

　
小
学
校
は
校
舎
に
４
校
、
体
育

館
に
11
校
、
中
学
校
は
校
舎
に
１

校
、
体
育
館
に
４
校
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
教
室
の
一
部
に
設
置
し
て

い
る
校
舎
が
小
中
学
校
に
各
１
校
ず
つ
あ

り
ま
す
。

　
今
後
、
白
熱
電
球
や
水
銀
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
え
る
計
画
は
あ
り
ま

す
か
。　

体
育
館
に
使
用
さ
れ
て
い
る

水
銀
灯
の
製
造
が
中
止
に
な
る

こ
と
か
ら
、
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
改
修

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
校
舎
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
大

規
模
改
修
な
ど
の
施
設
整
備
と
併
せ
て
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
改
修
を
検
討
し
て
い
く

考
え
で
す
。

QA

　
小
作
田
橋
関
連
の
道
路
や
水
道

施
設
に
は
ど
の
よ
う
な
被
害
が
あ

り
ま
し
た
か
。

　
道
路
管
理
者
の
福
島
県
に
よ
る

と
、
橋
前
後
の
道
路
部
分
が
約
１

３
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
被
災
し
、
そ
れ

に
伴
い
、
東
部
地
区
へ
配
水
し
て
い
る
本

管
が
破
断
し
た
た
め
、
ル
ー
ト
を
変
更
し

配
水
す
る
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
部
地
域
で
水
圧
が
低
下
す
る

事
象
が
発
生
し
た
た
め
、
給
水
車
に
よ
る

応
急
給
水
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
小
作
田
橋
の
復
旧
状
況
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
小
作
田
橋
が
大
東
地
区
全
体
の

最
重
要
路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

福
島
県
が
１
日
も
早
い
復
旧
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

　
工
事
は
、
10
月
16
日
に
着
手
し
、
お
よ

そ
２
カ
月
で
復
旧
し
ま
し
た
。

QAQA

Q

長沼中　
藤田 琥空 さ

ん

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

A
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
イ
ベ
ン

ト
は
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

３
月
28
日
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
聖
火
が
や
っ
て
き
ま
す
。
円
谷

幸
吉
選
手
の
故ふ

る

郷さ
と

を
全
国
に
発
信
す
る
絶

好
の
機
会
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
心

に
残
る
聖
火
リ
レ
ー
と
な
る
よ
う
、
皆
さ

ん
と
と
も
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
拡
充
や
整
備

計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

　
日
々
の
点
検
や
計
画
的
な
修
繕

工
事
な
ど
に
よ
り
維
持
管
理
に
努

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
で
老
朽
化
が
進
み
、
そ
の
維
持
・

更
新
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
維
持
管
理
に
努
め
、
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
て
、
計
画
的
な
施
設
の

整
備
や
再
編
成
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
考
え
で
す
。

QA

岩瀬中　
増子 真浩 さ

ん

観
光
客
増
加
に
つ
い
て

QA
　
観
光
客
の
増
加
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
す
か
が
わ
市
Ｍ
78
光
の
町
」

の
住
民
を
対
象
と
し
た
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
や
、
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
首
都
圏
や
友
好
都
市
な
ど
で
、

観
光
・
物
産
展
を
開
催
し
、
市
の
魅
力
を

全
国
に
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
外
国
人
観
光
客
を
増
や

す
た
め
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

　

観
光
情
報
誌「
ま
っ
ぷ
る
須
賀

川
」の
英
語
版
を
作
成
す
る
ほ

か
、
外
国
人
ブ
ロ
ガ
ー
を
招
い
て
、
市
の

情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信
し
、
外
国
人

旅
行
者
の
増
加
と
受
入
体
制
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
策
定
す
る「
市
観
光
振
興

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、
効
果
的

な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
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須賀川市長　橋本　克也
より良い市へ、ともに歩みましょう

　どの質問もすばらしく、中学生が感じている市の
課題を教えてもらいました。
　東日本大震災から9年、復旧・復興を市民ととも
に進めてきたところで、昨年の水害となりました。
今回も市民一丸となって、痛みを共感・共有し、ワ
ンチームとなって乗り越えていければ、さらに良い
まちになれると信じています。
　中学生の皆さんも、誰かが困っているときは声を
掛け、励ます勇気を持ち、今回の経験をきっかけに、
より良い市となるよう、ともに歩んでいきましょう。

　実際の市議会と遜色のない、立派な態度・質問で
した。
　中学生の皆さんも緊張したと思いますが、答弁側
も緊張のせいか言い間違いがあり、答弁を訂正する
光景がありました。それだけこの模擬議会に真剣に
取り組んでいた証でもあります。議会では、間違い
があった場合はそれを認め、速やかに正確なことを
伝えることが大切です。これは、普段の生活でも大
事なことです。今日の経験をぜひ、今後の学校生活
に生かしてほしいと思います。

この経験を今後の学校生活へ
市議会議長　五十嵐　伸

中
学
生
議
員
の
声

▼
議
会
の
緊
張
し
た
雰
囲
気
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
普
段
疑
問
に
思
っ

て
い
た
こ
と
が
解
決
で
き
た
。

▼
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
市
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
、
や
る
べ
き
こ

と
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

▼
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
本
当

に
良
か
っ
た
。
今
回
の
経
験
を
家
族
や
級

友
と
共
有
し
た
い
。

▼
市
の
課
題
を
知
り
、
若
い
世
代
の
自
分

た
ち
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
に
積
極
的 休憩中は緊張から開放されてほっと一息

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

▼
自
分
た
ち
も
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
改
め
て
思
っ
た
。

☞
学
校
教
育
課
☎（
88
）９
１
６
８

商
業
振
興
に
つ
い
て

高
齢
者
の
交
通
事
故
対
策
に
つ
い
て

QA

5 4令和2年3月1日令和2年3月1日




